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2026 年６月 8 日 
                                 積水ハウス株式会社 

                           

「現場クールプロジェクト」 建設現場の熱中症対策を強化 

～エアコン付き休憩スペース「ひんやり BOX」を全国で展開し、 

建設現場での快適な休憩環境づくりを推進～ 

 

積水ハウス株式会社（以下、積水ハウス）は、近年の夏季の高温傾向や、建設現場における熱中症リスクの

高まりを受け、作業従事者の体調管理に配慮した現場環境づくりの一環として、2025 年に始動した「現場クー

ルプロジェクト」を、2026 年夏より拡大展開いたします。その重点施策として、大型の休憩施設を設置しにく

い現場でも、敷地条件に応じて活用を検討できる「ひんやり BOX」を全国の建設現場にて約 100 台規模で活用

する予定です。冷却設備や作業服などの施策も組み合わせながら、建設現場における熱中症リスク低減に向け

た取り組みを進めてまいります。 

    
昨年パイロット運用した「ひんやり BOX」 

 

本プロジェクトは、現場に近い従業員のアイデアを起点に、冷却設備、作業服、休憩環境など複数の観点か

ら、夏場の熱中症対策を検討する取り組みです。主要施策であるエアコン付き小型休憩スペース「ひんやり

BOX」は、積水ハウスが建設現場の暑熱対策における課題を踏まえて、日野屋株式会社と共同開発したもので

す。大型の休憩施設を設置しにくい戸建住宅や都市部の賃貸住宅の建設現場などでも、敷地条件に応じて活用

を検討しやすい休憩スペースとして、2025 年に 10 支店・12 現場でパイロット運用を実施しました。 

 

パイロット運用では、暑熱環境下での休憩場所の確保や、暑熱対策への意識づけにつながったとの声があり

ました。一方で、従来仕様では、現場搬入後にエアコンの取り付け・取り外しを行う必要があり、使用しない

期間の保管場所を確保する必要があるなど、現場運用上の課題も把握しました。これを踏まえ、2026 年は、搬

入時点でウインドウエアコンを組み込んだレンタル仕様を新たに設定します。これにより、現場での設置準備

や撤去時の対応、保管に関する負担を軽減し、より導入しやすい運用形態へアップデートしています。 
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■記録的な暑さと法改正を背景に、建設現場の暑熱対策はより重要に 

気象庁の発表では、2025 年夏（6 月～8 月）の日本の平均気温は、統計開始以降で最も高い値となったとさ

れています。また、全国 153 の気象台等のうち 132 地点で、夏の平均気温が歴代 1 位の高温となったと公表

されています。※1 

 

また厚生労働省の公表資料では、2025 年の職場における熱中症による死傷者は 1,803 人となり、統計開始

以来最多となりました。また死傷者のうち、製造業および建設業での発生が全体の約 4 割を占めています。※2 

 

さらに、2025 年 6 月 1 日から改正労働安全衛生規則が施行され、一定の暑熱環境下で熱中症のおそれがあ

る作業を行わせる場合には、早期発見のための体制整備、重篤化を防止するための手順作成、関係作業者への

周知等が事業者に求められることとなりました。建設現場では、基礎工事、建方工事、外構工事など、直射日

光を遮ることが難しい屋外作業が多くあります。特に戸建住宅・賃貸住宅の建設現場では、敷地条件により大

型の休憩施設を設置しにくく、当社の建設現場においても、暑熱対策に配慮した休憩場所の確保が課題となる

ケースがありました。 

 

積水ハウスは、こうした社会背景と現場課題を踏まえ、「現場クールプロジェクト」を通じて、熱中症対策

の一環として、作業従事者が暑熱環境下で休憩を取りやすい現場づくりを推進しています。 

 

■「ひんやり BOX」について 
 

 
「ひんやり BOX」使用時 

 

「ひんやり BOX」は積水ハウスが日野屋株式会社と共同開発した、仮設トイレに用いられる躯体を休憩スペ

ース用に整備した、エアコン付きの小型休憩施設です。敷地条件や安全確保の状況に応じて設置を検討しやす

い仕様とし、大型の休憩施設を設けにくい現場での休憩環境づくりに活用することを想定しています。本体の

背面にウインドウエアコンを設置し、内部にはベンチやテーブル、いす等を配置することで、作業従事者が休

憩に利用できる空間とすることを想定しています。当社研究施設内の試験環境において、外気温44℃相当の条

件下でウインドウエアコンを稼働させたところ、試験条件下で室温20℃を記録し、室内温度の低減を確認して

います。なお、実際の現場では扉の開閉や日射条件、設置環境等により室温は変動します。 

 

2025 年のパイロット運用では、暑熱環境下での休憩場所の確保や、暑熱対策への意識づけに役立ったとの声

がありました。一方で、従来仕様では、現場搬入後にエアコンの取り付け・取り外しを行う必要があり、作業

負担や保管場所の確保が課題となっていました。 
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2026 年は、搬入時点でウインドウエアコンを組み込んだレンタル仕様へアップデートします。これにより、

現場での設置準備や撤去時の対応を簡素化するとともに、エアコン本体の保管に関する負担を軽減し、現場で

より活用しやすい運用を目指します。 

 

■「現場クールプロジェクト」概要 

 

「現場クールプロジェクト」は、2024 年の当社社内表彰制度「SHIP」において提案されたアイデアをもと

に、夏場の建設現場における環境改善と暑熱対策の充実を目指して始動した取り組みです。当社グループ内メ

ンバーなどが連携し、現場で働く作業従事者の声を取り入れながら、実際の施工現場での使いやすさや運用上

の課題を検証してきました。 

 

2026 年は、パイロット運用で得られた知見を踏まえ、「ひんやり BOX」の仕様と運用方法を見直すととも

に、現場ごとの状況に応じた対策の検証と、運用面の整備を進めます。今後も、作業従事者の体調管理に配慮

した現場環境づくりに向けて、現場の声を反映しながら取り組みを継続してまいります。 

 

近年の夏季の高温傾向により、建設現場を取り巻く環境は一層厳しさを増しています。積水ハウスは、住ま

いづくりを支える作業従事者が休憩を取りやすい現場環境づくりを重要な取り組みの一つと捉え、これからも

建設現場の環境改善に取り組んでまいります。 

 
※1 出典：気象庁ホームページ （https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/seasonal/202508/202508s.html）  

※2 出典：厚生労働省ホームページ （https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_73330.html）   

https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/seasonal/202508/202508s.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_73330.html

